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我
が
国
の
経
済
情
勢
は
東
日
本
大
震
災

と
原
発
事
故
を
契
機
と
し
た
深
刻
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
制
約
、
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
い
っ

た
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
国
の
平
成
25
年
度
予
算
の
基
本
方
針

は
、
平
成
24
年
７
月
31
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
日
本
再
生
戦
略
」
に
基
づ
き
、
直
面
す

る
数
々
の
制
約
を
バ
ネ
に
し
て
新
た
な
経
済

社
会
構
造
へ
の
転
換
を
目
指
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
、
健
康
、
第
６
次
産
業
の
活
性

化
な
ど
新
た
な
成
長
を
目
指
す
重
点
分
野
に
、

中
小
企
業
の
活
力
を
最
大
限
活
用
し
つ
つ
、

限
ら
れ
た
政
策
財
源
の
優
先
的
配
分
を
理
念

に
お
き
、「
復
興
・
防
災
対
策
」、「
成
長
に
よ

る
富
の
創
出
」、「
暮
ら
し
の
安
心
・
地
域
活

性
化
」
を
重
視
す
る
中
で
、
効
率
的
な
予
算

編
成
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
お
け
る
平
成
25

年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
同
様

に
第
４
期
佐
呂
間
町
総
合
計
画
を
基
本
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
取
組
ん
で
き
た
行
政
改
革
プ

ラ
ン
の
内
容
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
将
来

を
見
据
え
た
計
画
的
な
予
算
と
な
る
よ
う
コ

ス
ト
意
識
を
持
ち
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
を

確
立
す
る
た
め
に
限
ら
れ
た
財
源
、
人
員
の

中
で
「
選
択
と
集
中
」
の
視
点
に
立
ち
、
事

務
事
業
の
費
用
対
効
果
の
十
分
な
研
究
や
執

行
方
法
の
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
国
や
道
、

そ
の
他
関
係
機
関
な
ど
に
お
け
る
補
助
・
助

成
制
度
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス

を
重
視
し
た
行
財
政
運
営
を
進
め
ま
し
た
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
歳
入

総
額
の
約
53
％
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
、
当
初
２
、

５
１
９
、９
９
９
千
円
が
交
付
決
定
と
な
り

ま
し
た
が
、
当
初
算
定
で
調
整
率
を
乗
じ

て
減
額
と
な
っ
て
い
た
額
（
２
、１
１
９
千

円
）
が
地
方
交
付
税
総
額
の
増
加
に
よ
り
全

額
復
活
と
な
り
、
２
、５
２
２
、１
１
８
千

円
（
前
年
度
比
３
５
、９
７
６
千
円
増
）
の

交
付
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
交
付
税
に
お
い

て
は
２
７
３
、９
０
２
千
円
（
前
年
度
比
５
、

６
１
７
千
円
減
）
の
交
付
と
な
り
、
地
方
交

付
税
総
額
で
は
２
、７
９
６
、０
２
０
千
円
（
前

年
度
比
３
０
、３
５
９
千
円
増
）
の
交
付
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
打
ち
出

さ
れ
た
「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」（
国
庫

支
出
金
）
は
３
２
、０
７
９
千
円
が
交
付
と
な

り
、
庁
舎
外
壁
改
修
工
事
と
町
道
３
路
線
の
測

量
調
査
設
計
委
託
料
に
充
当
し
ま
し
た
。
寄

附
金
に
つ
い
て
は
10
件
、
１
０
１
、３
９
２
千

円
（
前
年
度
比
９
８
、３
８
０
千
円
増
）
を

収
納
し
、
こ
の
う
ち
医
療
機
器
整
備
を
目
的

と
し
た
寄
附
金
１
件
、
１
０
０
、０
０
０
千
円

に
つ
い
て
は
補
正
予
算
に
よ
る
予
算
計
上
と

な
っ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
に
係
る
医
療
備

品
な
ど
の
購
入
事
業
に
充
当
し
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
や

町
債
な
ど
に
よ
る
財
源
確
保
に

努
め
な
が
ら
、
土
地
改
良
や
漁

港
整
備
な
ど
の
第
一
次
産
業
基
盤
整
備
を
は

じ
め
、
障
が
い
児
通
所
支
援
施
設
整
備
事
業

や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
施
設
維
持
改
修
事
業
に
対
す

る
サ
ロ
マ
福
祉
会
へ
の
補
助
金
な
ど
の
福
祉

事
業
、
若
里
基
線
道
路
整
備
事
業
、
除
雪
ト

ラ
ッ
ク
の
購
入
な
ど
の
地
域
イ
ン
フ
ラ
確
保

事
業
、
浜
佐
呂
間
小
学
校
給
水
給
湯
配
管
改

修
工
事
、
佐
呂
間
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工

事
な
ど
の
教
育
関
連
施
設
の
整
備
に
取
組
み

ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
当
初
予
算
で
見
込
ん
で
い

た
財
源
補
て
ん
的
基
金
繰
入
金
は
全
て
減

額
す
る
こ
と
が
で
き
、
最
終
的
な
余
剰
金

と
し
て
財
政
調
整
基
金
へ
２
２
、０
０
０
千

円
、
北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
超
過

納
付
金
へ
１
３
２
、
０
０
０
千
円
の
合
計

１
５
４
、０
０
０
千
円
を
積
立
す
る
こ
と
が
で

き
、
最
終
予
算
額
を
５
、１
９
７
、３
９
０
千

円
（
前
年
度
比
９
７
、０
８
６
千
円
増
）
と
し

ま
し
た
。
決
算
額
に
つ
い
て
は
、
歳
入
決
算
額

５
、２
８
０
、９
５
７
千
円
、
歳
出
決
算
額
５
、

１
５
１
、２
８
５
千
円
と
な
り
、
翌
年
度
繰
越
財

源
６
１
４
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
差
引

残
額
は
、１
２
９
、０
５
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

収入　31,554 万円　－　支出　30,099 万円　＝　差引　1,455 万円

収入　93,300 万円　－　支出　86,429 万円　＝　差引　6,871 万円

収入　18,888 万円　－　支出　17,814 万円　＝　差引　1,074 万円

収入　52,906 万円　－　支出　51,289 万円　＝　差引　1,617 万円

収入　23,901 万円　－　支出　23,080 万円　＝　差引　821 万円

収入　8,400 万円　－　支出　8,169 万円　＝　差引　231 万円

●依存財源　75.9％（前年度比　－ 1.96％）
☆自主財源　127,055 万円
　（町税、その他、使用料・手数料など）
☆依存財源　401,041 万円
　（地方交付税など、借入金、国・道補助金）

●起債　815,708 万円
　　　   （前年度比　－ 17,801 万円）
〇主な起債
　農林水産業費債（漁港施設整備改修事業など）　
　民生費債（クリニックさろま関係事業など）
　臨時財政対策債　など

☆基金　468,962 万円
〇主な基金
　財政調整基金　　　　　　　　 168,756 万円
　各公共施設整備基金　　　　　 167,209 万円
　ふれあい交通網整備事業基金　   400,93 万円　
　など

町
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
貴
重
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
予
算
・
決
算
な
ど
を
基
に

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
昨
年
９
月
に
議
会
で
認

定
さ
れ
た
平
成
25
年
度
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。


